"Syokujin" in the Meiji Era and Luxun's "Diary of a Madman" by 李, 冬木
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1875. 6. 15–1912. 4. 9
1913. 9. 4–1926. 5. 31
朝日新聞：
1881. 3. 26–1911. 3. 24
1913. 10. 20–1926. 10. 29
総数
明治期 34 20 22 49 125
大正期 28 15 29 64 136
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ては驚くべきことである
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だつて露西亞の將軍が滿州の人數千人を黒龍江に驅つて殺した事は皆人の記憶に新なところ
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。白人は異
人種の考を以て向ふから、黒人などび對しては殆ど人類としては取扱つて居らぬ。むかしの
4 4 4 4
羅馬人は俘虜を驅つて禽獣の餌食としたが、露西亞の猶太人虐殺などは今でも行はれて居る
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。
白人は慈愛を説き人道を論じながら
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、最優人種との先入思想に驅られて其他の人種をば人を
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人とおおもはぬといふ謬見がある
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。學者の著述にも
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「アリヤン人及び其他の有色人
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。日本はむかしから國内の爭で、全く他人種との衝突が無いから、自ら
惨酷の事が無いとの原因もあらうが、日本人の率直
4 4 4 4 4 4
、單純な性質は何事でもあまり極端に走
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らぬのであるから
4 4 4 4 4 4 4 4
、極度の惨酷は其心に堪へぬ所である

































































































































































































































































































48 足立北鴎（荒人）著『野蛮ナル露国』，東京集成堂, 明治三十七年五月。pp268-271：「一七  食人
種に近し」。
49 松居龍五によると、1900年3月から6月まで、ロンドン在住の南方熊楠が「日本人太古食人説」を
まとめた。雑誌で公表しようとするとき、時にロンドン大学事務総長であるディキンス氏（Frederic 
Victor Dickins, 1839-1915）に日本に不利の理由で阻止されたとのことである。『南方熊楠英文論
考（ネイチャー）誌篇』pp280-281参照。
50 『集外集』·「『奔流』編校後記」，『魯迅全集』第9卷pp238-239，学術研究社，昭和六十年。
51 『国民性十論』の広告の广告词，『東京朝日新聞』日刊，明治40（1907）年12月22日。
52 明治四十四（1911）年九月十五日发行第八版により。
53 『読売新聞』1908年6月11日。
54 『周作人日記（影印本）』（上）p418，大象出版社，1996年。
55 拙文「魯迅與日本書」参照。北京三聯書店，2011年第8期。
56 『華蓋集続編』・「即座支日記」，『魯迅全集』第4卷p376，学術研究社，昭和六十年。
57 南博：1994。前出p46。
58 拙文「魯迅與日本書」参照。北京三聯書店，2011年第8期。
59 『魯迅全集』第14卷p72，学術研究社，昭和六十年。
60 中国：清光绪十四（1888）年上海蜚英館石印本；民国元（1912）年商務印書館涵芬楼铅印本。日本：
明治十四（1881）年东京猶興館刊刻，秋月韋軒、箕輪醇点校本（十册）；明治十七（1884）年東
京堂報告堂刻本（43卷）；明治十八（1885）年大阪修道館，岡千仞点，重野安繹校本。
61 『魯迅手蹟和蔵書目録』は「資治通鑑考異　三十卷　宋司马光著　上海商務印書館影印明嘉靖刊
本　六册　四部叢刊初编史部　第一册有『鲁迅』印」と記す。
62 『中国小説史略：第十六篇　明之神魔小説（上）』，『魯迅全集』第9卷p57。『古籍序跋集：第三分』，
第10卷p94。いずれも、人民文学出版社，1981年。
63 『准風月談』·「抄靶子」，『魯迅全集』第7卷p242，学術研究社，昭和六十年。
64 二葉亭主人訳「狂人日記」（ゴーゴリ原作）の最初と最後の一句である。『趣味』第二巻第三号、
第五号　明治四十年三月、五月。
〔付記〕
　本稿は2008年度教育職員海外研修による研究成果である。本論の資料調査にあたっては、国立民族
学博物館、韓敏教授にたいへんお世話になり、執筆にあたっては、吉田富夫佛教大学名誉教授より貴
重なアドバイスをいただいた。ここに心よりお礼を申し上げる。
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明治時代における「食人」言説と魯迅の「狂人日記」
〔追記〕
　「一校」の直後、書籍二点を目睹したので、先行研究・資料としてここに追記す。吉岡郁夫『身体の
文化人類学』（雄山閣、1991年再版）、礫川全次『人食いの民俗学』（批評社、1997年、歴史民俗学資料
叢書2）。
（り　とうぼく　中国学科）
2011年11月15日受理
